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メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナル･ネットワークの特徴
野連 政雄
本稿の目的は,メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナル ･ネットワークの特徴を指
摘することである｡そのために.メルボルンに住む日本人高齢女性,イギリスからの移民の
高齢女性,メルボルンで生まれ育った高齢女性の3人を比較した｡これによって,次の2つ
の特徴を指摘した｡(彰メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナル ･ネットワークは規模
が小さく,日本にいる高齢女性のそれに近い｡②高齢女性の子供の多くが近くに住んでいる｡
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1 本稿の目的
筆者は岡山県の岡山市,高梁市,鏡野町富地域 (旧,
宮村)で高齢女性に同じ調査票による標本調査を実
施し,高齢女性のパーソナル･ネットワークを探究
してきた｡さらに,メルボルン (-メルボルン大都
市圏)に住む高齢女性にも同様の調査を2004年4月
から始めた｡2005年と2006年の8月から9月にか
けてメルボルンにあるグレンアイラ (GlenEira)市
で高齢女性に調査を実施した｡グレンアイラ市は,
メルボルンの中心から南東に10キロメートルほどの
ところにある｡65歳以上80歳未満の女性を対象に
調査票による標本調査をおこない,400人を調査す
ることができた｡日本の調査とメルボルンでの調査
では,ほぼ同じ質問からなる調査票を用いて,両国
の調査結果を比較できるようにした｡メルボルンで
実施した調査の標本のなかには,オーストラリアで
生まれ育った女性だけでなく,移民の女性もいたけ
れど,日本人の高齢女性はまったくいなかった｡標
本調査のあと,聞き取り調査に応じてもよいと回答
した20人の高齢女性を再度訪問し,日常生活やライ
フヒストリーについて聞き取り調査をおこなった｡
日本とオーストラリアの高齢女性のパーソナル･
ネットワークを比較すると,オーストラリアの高齢
女性が組織するパーソナル･ネットワークの規模は,
日本の高齢女性のそれよりもはるかに大きかった｡
こうした比較をおこなってゆくなかで,メルボルン
に居住する日本人の高齢女性はどのようなパーソナ
ル･ネットワークを取り結んでいるのかに関心を持
った｡つまり,オーストラリアに住む日本人の高齢
女性は,オーストラリアの一般の高齢女性のような
パーソナル ･ネットワークを取り結んでいるかの,
それとも日本に住む高齢女性のようなパーソナル･
ネットワークを取り結んでいるのかを検証したいと
考えた｡その手始めとして,2006年にメルボルン
に住む日本人高齢者2人に調査票による同様の調査
をおこない,その後で日常生活やライフヒストリー
について聞き取り調査をおこなった｡本稿では,そ
のうちの一人である花子さん (仮名)の調査結果を
提示する｡筆者はイギリスからの移民である高齢女
性のマーガレットさんの調査結果を 『研究集録』の
第139号に,メルボルンで生まれ育った高齢女性で
あるバレリーさんの調査結果を 『研究集録』の第
140号にすでに発表した｡花子さんの調査結果をエ
リザベスさんとバレリーさんのそれと比較すること
によって,メルボルンに住む日本人高齢女性が取り
結ぶパーソナル･ネットワークの特徴を指摘したい｡
筆者は,将来においてオーストラリアに居住するも
っと多くの日本人高齢者に調査票による調査と聞き
取り調査を実施することを計画している｡本稿では,
そのための暫導仮説を提起する｡
2 調査方法
筆者は,メルボルンに住む日本人高齢女性に調査
票による個別面接調査を実施した｡その後に聞き取
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り調査もおこなった｡メルボルンの日本人高齢女性
への聞き取り調査であらかじめ決めておいた質問項
目は,①日常生活,②ライフヒストリーの2点であ
る｡おおまかな質問をあらかじめ用意しておいたが,
調査対象者に自由に語ってもらう非構造化インタ
ビューをおこなった｡調査対象者の語った内容が不
十分であるときや,話された事柄について更に詳細
に調査対象者から聞き出したいときには,臨機応変
に質問を追加した｡調査対象者は聞き取り調査の会
話を録音することを許してくれなかったので,筆者
は話の要点をメモした｡そのメモと筆者の記憶にも
とづいて,調査対象者の話を再構成した｡
3 提示の方法
調査票による個別面接調査で,健康状態,活動能力,
高齢女性のパーソナル･ネットワーク,主観的幸福
感を測定した｡これらは調査対象者の暮らしを理解
するのに役立つから,その結果も本稿で提示する｡
まず,健康状態は,調査対象者に1の ｢まったく
健康である｣から5の｢病状が慢性的にとても悪い｣
の5段階で自己評価してもらった｡
次に,活動能力は,ロートンの活動能力指標を用
いた (Lawton1972)｡これは,｢あなたは小切手を
書いたり,支払いをしたり,金銭出納記録をつける
ことができますか｡｣といった10の質問に ｢問題な
くできる｣,｢自分でできるがむずかしい｣,｢助けが
必要｣,｢自分ではできない｣の4つの回答からいず
れかを選んで答えるものである｡
それから,パーソナル･ネットワークの測定方法
である｡筆者 (野速 2000)は,かつてメルボルン
で20歳以上55歳以下の女性を対象に調査をおこな
ったことがある｡このときに,パーソナル･ネット
ワークを測定するために開発した質問を用いて,高
齢女性のパーソナル･ネットワークを測定した｡こ
れは,次のようなものである｡高齢女性が取り結ぶ
社会関係を測定するため,(丑回答者が入院した場合
の世話,②200-300ドル (14,000-21,000円)の
借金,③仕事上の話と相談,④心配事の相談,⑤失
望や落胆をしているときの慰め,⑥留守のときの家
の世話,⑦些細な物やサービスの入手,⑧交遊,と
いった8つの日常生活の状況で,サポートを仰いだ
り,交際したりする相手の名前を尋ねた｡①～⑦に
ついてはサポートを入手できる可能性にもとづい
て,⑧だけは交遊したという事実にもとづいて名前
をあげてもらった｡また,①から⑤までの質問では
同居する家族構成員を含めて相手の名前をあげても
らい,⑥から⑧までの質問では,同居する家族構成
員を除いて相手の名前をあげてもらった｡それと,
③の質問は就業している回答者にのみ尋ねた｡回答
者がこれら8つの質問で少なくとも1回相手の名前
をあげたときに,回答者はその相手と社会関係を取
り結んでいるとする｡こうして名前をあげられた相
手それぞれについて,①間柄と②居住場所を尋ねた｡
あげられた人は間柄によって.①同居家鼠 ② (同
居家族外の)親族,③近所の人,④友人,⑤職場仲
間 (上司や同僚)の5つに分けた｡これらの社会関
係数を合計して,パーソナル･ネットワークの規模
(-社会関係の総数)を算出した｡居住場所は,(D
歩いて15分以内の地域 (以下では,｢近隣地域｣と
呼ぶ),② (近隣地域を除外した)サバーブ,③ (近
隣地域とサバーブを除外した)メルボルン,④ (メ
ルボルンを除外した)ビクトリア州,⑤ (ビクトリ
ア州を除外した)オーストラリア,⑥外国の6つの
うちのどこかを尋ねた｡
最後に,主観的幸福感は,ロートンのPGCモラー
ルスケールを用いた (Lawton1975)｡これは,｢あ
なたは自分の人生が年をとるにしたがってだんだん
役だたなくなってくると感じますか｡｣といった17
の質問に ｢はい｣か ｢いいえ｣で答えるものである｡
そして,高いモラールと関連する選択肢を選んだ場
合に1を与え,そうでない場合は0を与える｡この
得点を17の質問について合計してゆくので,値は
0から17まで分布する｡言うまでもなく,得点が
高いほど幸福感が高いということになる｡
高齢女性の話をできるだけ臨場感をもって再現す
るために,高齢女性の話は一人称の形で紹介する｡
質問項目の順番に高齢女性の話を紹介してゆく｡話
はそのまま日本語に翻訳して紹介をしているわけで
はなく,若干の編集をおこなっている｡というのは,
調査対象者は,必ずしも,話をまとめて,論理的に
話してくれたわけではないからである｡
4 花子さんの語り
花子さんは1938年生まれで,仏教徒である｡一
人でフラット (平屋建てのいくつかの家が繋がった
長屋形式の住宅)を借りて住んでいる｡彼女は日本
の地方の郡部で10代をすごした｡短大を卒業して,
結婚してからは専業主婦をしていた｡娘が大学に行
っていた4年間,花子さんは事務の手伝いとして薬
局に勤めた｡夫は1990年に56歳で急死した｡夫と
の間に一人娘がいる｡その娘は大学卒業後に会社に
勤めていたが,そこで知り合ったオーストラリア人
と結婚し,オーストラリアへ移住した｡一人娘なの
で,花子さんは娘のそばに住むためメルボルンへ
2001年に移住した｡2001年に永住権を取得している｡
人生を前向きに生きており,ホームステイをしたり,
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趣味の会の活動に参加したりしている｡
花子さんは自分の健康状態を3と評価していたか
ら,健康状態はまずまずであるといえる｡ロートン
の活動能力指標によれば,彼女は10の項目すべて
を ｢問題なくできる｣と答えていたから,活動能力
はとても高いと判定できる｡花子さんのパーソナル･
ネットワークは,娘,オーストラリア人の娘の夫,
マレーシア人の友人,1人の日本人の友人から構成
されている｡娘とその夫,およびマレーシア人の友
人は ｢メルボルン｣に住んでいる｡娘夫婦は隣のサ
バーブにおり,花子さんのフラットから2キロほど
しか離れていない｡また,マレーシア人の友人の家
は,花子さんのフラットから4キロほどのところに
住んでいる｡日本人の友人は日本 (｢外国｣)に住ん
でいる｡ロートンのPGCモラールスケールの得点
は12点と,幸福感はまずまずであった｡
ちなみに,聞き取り調査をしていたとき,マレー
シア人の友人が花子さんの家-車で来て.聞き取り
調査を聞いていた｡筆者は花子さんがその友人と英
語で話すのを聞いていたが,花子さんはブロークン
ながらも英語をかなり話していた｡
花子さんの年譜は,表1のようである｡
表1 花子さんの年譜
年 (年齢) 出来事
1938年 (0歳) 九州地方の郡部のある町で出生｡
1956年 (20歳) 短大を卒業｡
1964年 (26歳) 娘生まれる｡
1982年 (44歳) 1986年まで薬局で働く｡
1990年 (52歳) 夫死亡｡
2001年 (63歳) メルボルンに移住｡永住権を取得｡
(1)日常生活
英語はメルボルンに来てから習いました｡日本人
と話しているとき相手の言っていることの裏を読ま
なければいけないので,たいへんです｡オーストラ
リア人は英語で直裁にものを言います｡ですから,
英語で話す方がある意味で楽だと思います｡
マレーシア人の高齢の女性と親しくしています｡
彼女は食事を作って持ってきてくれたりします｡彼
女とはとても親しくていて,互いの家の冷蔵庫を勝
手に開けることができるほどです｡私は自分では車
を運転しませんから,彼女の車によく乗せてもらい
ます｡どこかに行きたいとき,頼めば娘も車を出し
てくれます｡アジア人とは共通するものがあります
から,私はヨーロッパ系の人よりもアジア系の人と
つき合う方がいいです｡この近くに2人ほど日本人
が住んでいるという話を聞いたことがありますが,
つき合ってはいません｡日本人とはあまりおつき合
いはありません｡おつき合いで,スロットマシーン
(pokie)があるようなところにも行きます｡私はス
ロットマシーンのような賭け事は好きではありませ
んが,おつき合いですることもあります｡
メルボルンで老人会に入っていて,世話係をして
います｡地元の老人大学 (universityoftheThird
Age)では,(トランプの)コントラクト ブリッ
ジを習っています｡あるオーストラリア人の高齢男
性は妻を亡くしました｡妻を亡くした1週間後くら
いに,その男性は老人会に来て,別のパートナーを
見つけようと私にアプローチしてきました｡これに
はとても驚きました｡
オーストラリアに来たからには,こちらの生活を
楽しまなくちゃと思っています｡以前,(ニュージー
ランドの)クライストチャーチで半年間ホームステ
イをしたことがあります｡メルボルンでもオースト
ラリア人の家でホームステイをしたことがあります｡
こちらの人たちと一緒に旅行に行ったりもしてい
ます｡マレーシア人の友人やその友人と旅行に一緒
に行ったことがあります｡私はその友人の友人であ
るマレーシア人と相部屋になりました｡第二次世界
大戦中に日本兵が父親を銃のにぎる部分で殴り,そ
れがもとで父親が亡くなったという話を,その人か
ら聞かされました｡私は同情して泣きました｡戦争
にまつわる悪い体験はこれくらいしかありません｡
パソコンを使っています｡日本にいる友人とはE
メールで連絡しあっています｡ウェブで日本の新聞
を読んでいますから,日本のニュースも知ることが
できます｡その他に,『日豪プレス』(オーストラリ
ア国内において無料配布されている,月刊日本語新
聞｡1977年創刊)を読むことで,オース トラリア
の社会や政治のことも知ることができます｡
オーストラリアで生活していて,病気になったと
きがたいへんです｡漢字で筆談できますから,私は
病気のときには中国人の医者にかかりますO
(2)ライフヒス トリー
夫は大手の建設会社で建物の設計の仕事をしてい
ましたが,56歳のときに肝臓病で急に亡くなりま
した｡娘は (国立大学の)S大学を卒業し,システ
ムエンジニアとしてコンピューターの会社に勤めて
いました｡会社ではとても忙しい生活をおくってい
ました｡その会社で,オーストラリア人の男性と知
り合って,結婚しました｡そして,オーストラリア
に移住しました｡
私は日本にいたとき,日本人が外国に住むことに
ついての情報交換をする会に入会しました｡その会
で,娘がオーストラリアにいるなら永住権を簡単に
取れると言われました｡私は会のメンバーの人たち
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にとても羨ましがられました｡一人娘なので,私は
娘のそばに住むためにオース トラリアに来ることに
しました｡娘が家族である私を呼び寄せるというこ
とで,私はオース トラリアに移住 しました｡2001
年に永住権を取 りました｡今年の10月には永住権
を更新する予定です｡私は日本政府から厚生年金を
もらっています｡その年金の額が多いので,オース
トラリア政府からは年金を受け取ることはできませ
んでした｡
娘夫婦が家を買うというので,私もお金を出して,
家を買い,娘夫婦と一緒に住み始めました｡でも,
生活が合わなくて,1年後にその家を出ました｡そ
して,私はこのユニットを借 りて,4年間住んでい
ます｡娘の夫は家を買ったということで仕事をやめ
て,引退してしまいました｡
娘には2人の子供がいます｡子供たちはまだ小さ
く,プレップ (PREP,flepau･atoryの省略で,ビクト
リア州では小学校の1年目をさす)に行っています｡
5 考察
(1)パーソナル ･ネットワーク
3人のパーソナル ･ネットワークの規模を比較し
たい｡日本からの移民である花子さんのパーソナル･
ネットワークは,2人の親族 (娘とその夫)と2人
の友人から構成されていた｡つまり,彼女は4人と
社会関係を取 り結んでいた｡イギリスからの移民で
あるマーガレットさんのパーソナル ･ネットワーク
は, 1人の同居家族 (夫),3人の親族 (2人の息
子と1人の息子の妻),2人の近隣者,6人の友人
からなっていた｡このように,彼女は12人と社会
関係を取 り結んでいた｡メルボルンで生まれ育った
バレリーさんのパーソナル ･ネットワークは,1人
の同居家族 (夫),7人の親族 (2人の息子,1人
の娘.1人の息子の妻,3人の孫),2人の近隣者,
4人の友人から構成されていた｡つまり,彼女は
14人と社会関係を取 り結んでいた｡3人のパーソ
ナル ･ネットワークを比較すると,マーガレットさ
んのパーソナル ･ネットワークの規模はバレリーさ
んのそれに近く,花子さんのそれはとても小さいこ
とが分かる｡つまり,イギリスからの移民の高齢女
性が取 り結ぶパーソナル ･ネットワークの規模はメ
ルボルンで生まれ育った高齢女性のそれに近いけれ
ど,これらの高齢女性と比べると日本からの移民の
高齢女性が取り結ぶパーソナル ･ネットワークの規
模はかなり小さいのである1)｡
前述のように,筆者は岡山市で高齢女性に調査票
を用いた調査を実施したことがある｡その調査では
60歳以上80歳未満の高齢女性を調査対象者とした
が,そのうちの65歳以上80歳未満の標本だけを取
り出して,パーソナル ･ネットワークを集計した｡
岡山市の高齢女性は平均 して同居家族関係を0.83
(標準偏差,0.90),親族関係を2.24(標準偏差,1.82),
近隣関係を0.85(標準偏差,1.21),友人関係を1.49
(標準偏差,2.13),職場仲間関係を0.18(標準偏差,
0.93)人と取 り結んでいた｡つまり,平均5.59(標
準偏差,3.40)人と社会関係を取 り結んでいた (野
速 2006)｡メルボルンの3人の高齢女性が取 り結ぶ
パーソナル ･ネットワークを岡山市の高齢女性のそ
れと比較すると,花子さんのパーソナル･ネットワー
クはその規模で岡山市のそれにより近いといえる｡
つまり,日本からの移民の高齢女性は,日本にいる
高齢女性に近いパーソナル ･ネットワークを取 り結
んでいるのである｡
花子さんの親族関係は,マーガレットさんやバレ
リーさんのそれよりも少ない｡これは,花子さんに
は1人しか子供がいないことや孫がまだ小さいこと
によっている｡さらに,花子さんの近隣関係や友人
関係も,マーガレットさんやバレリーさんのそれよ
りも少ない｡花子さんメルボルンに来てから英語を
学ぶというように,積極的に人生をおくっている｡
また,｢オース トラリアに来たからには,こちらの
生活を楽しまなくちゃ｣と言っていたように,前向
きな態度で生きている｡にもかかわらず,非親族と
の社会関係が少なかった｡これには,次の3つの理
由があると考えられる｡
第 1に.彼女が交流できる地域内に同年代の日
本人がいないことである｡フィッシャー (Fischer
1975)がいうように,同質的な相手とは社会関係が
形成されやすい｡同質的であるとは,性が同じであ
るとか,年齢が近いとか,民族的 ･文化的背景が同
一であるとか,同じ興味や関心を共有していたりす
ることである｡しかし,日本人の高齢女性はメルボ
ルンにあまりいない｡2006年の国勢調査によれば,
メルボルンに日本生まれの人は5287人住んでいた｡
性別では,男性が1763人で,女性が3524人である｡
そのうち,65歳以上の日本生まれの人はメルボル
ン内に263人いるにすぎない｡性別に見ると,男性
が50人で,女性は213人であるというように,女性
が多い｡
日本人の居住で特徴的なことは,ある特定の地域
に集中しているのではなく,メルボルン内で分散し
て居住していることである｡非英語圏からの移民と
して,ベ トナム人を例に取 り上げたい｡国勢調査
によると,ベ トナム生まれの人は2006年にメル
ボルン内に57928人おり,そのうち65歳以上の高
齢者は4067人である｡ベ トナム人はフツツクレイ
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(Footscray)やスプリングベール (Springvale)に
集中して居住しており,それらの駅周辺にはベ トナ
ム人が経営する多くの商店やレストランがある｡そ
れらの地域では,ベ トナム人は母語であるベトナム
語で日常生活をおくることができ,多くの同胞と出
会うことができる2)｡つまり,ベ トナム人のコミュ
ニティがメルボルン内に形成されているのであるo
ここでは,ベ トナム語だけで日常生活をおくること
ができる｡ところが,日本人が集中して暮らしてい
て.日本語だけでE]常生活をおくれるようなコミュ
ニティがメルボルンにはないのである｡日本人高齢
女性はとても少ないうえに散らばって居住している
から,近隣関係や友人関係を取り結びにくいと考え
られる｡
第2に,花子さんにはオーストラリアでの適応を
助けてくれる人がいなかったことである｡マーガレ
ットさんがメルボルンに来たとき,隣人の親切な夫
婦がいろいろな人を彼女に紹介してくれた｡さらに,
同じイングランド出身である友人の友人が訪ねてき
て,メルボルンでの生活に慣れて落ち着くのを助け
てくれた｡先に移住した人が後から移住してきた同
郷の人を支援し,現地社会に適応しやすくしてあげ
るということは,しばしば報告されている (石井
1993)｡ところが,花子さんにはそうした人がいな
かった｡娘夫婦は花子さんと年齢が違うといったこ
ともあって,他の人を紹介してあげるという点では
助けにはならなかった｡メルボルンでは日本人が少
なく,花子さんが英語を母語としていなかったこと
からも,適応を支援してくれる人が花子さんには現
れなかったと考えられる｡
第3に,花子さんは車を運転できないことである｡
彼女はマレーシア人の友人や娘に車に乗せてもらっ
ていた｡また,メルボルン内では,バスや鉄道とい
った公共交通機関を利用することもできる｡これに
対し,マーガレットさんやバレリーさんは自分で車
の運転をしていた｡だから,マーガレットさんやバ
レリーさんと比べると.花子さんは自分の思うよう
には移動することができない｡このことも,花子さ
んが友人関係を形成するのをむずかしくしていると
考えられる｡
(2)別居子の居住場所
同居家族に次いで,別居子は有力なサポート源で
あるといわれている｡そこで,3人の高齢女性の別
居する子供はどこに住んでいるかを見ておきたい｡
マーガレットさんには3人の息子がおり,そのうち
の2人がメルボルン内に居住していた｡1人の息子
はマーガレットさんの家から6キロのところに,ち
う1人の息子は彼女の家から14キロのところに住
んでいた｡そして,マーガレットさんはそれぞれの
息子と月に数回以上会い,少なくとも週に1回電話
で話をしていた｡もう1人の息子はイギリスにいる｡
マーガレットさんはその息子とはあまり会わないけ
れど,電話では少なくとも週に1回話をしていたO
バレリーさんには4人の息子と1人の娘がいたが,
すべての子供はメルボルン内に居住していた｡そし
て,1人の息子はバレリーさんの家から2キロのと
ころに,娘は9キロのところに,もう1人の息子は
18キロのところに住んでいた｡残りの2人の息子
は彼女の家から30キロのところに住んでいた｡バ
レリーさんは娘と少なくとも週に1回会っており,
また,少なくとも週に1回電話で話していた｡バレ
リーさんは息子それぞれと月に1回ほど会い,月に
数回以上電話で話していた｡花子さんの娘は花子さ
んの家から2キロのところにいた｡花子さんは娘と
少なくとも週に1回会っており,また,少なくとも
週に1回電話で話していた｡このように,子供の多
くが年老いた両親の近くに居住し,母親と頻繁に交
流している｡このことは,メルボルンに住む3人の
高齢女性すべてに共通している｡
6 結論
本稿の目的は,メルボルンに住む日本人高齢女性
のパーソナル ･ネットワークの特徴を指摘すること
であった｡メルボルンに住む日本人高齢女性をイギ
リスからの移民の高齢女性とメルボルンで生まれ育
った高齢女性と比較することによって,次の2つの
特徴を指摘した｡
(1)メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナ
ル･ネットワークは規模が小さく,日本にいる高齢
女性のそれに近かった｡これは,次のようなことか
らと考えられる｡メルボルンにいる日本人高齢者が
少なく,日本人はメルボルンの中で分散して居住し
ているから,日本人高齢女性は日本人高齢者とくに
高齢女性に出会って,近隣関係や友人関係を取り結
びにくい｡また,日本人は英語を母語としておらず,
日本人がそもそも少ないから,移民の現地社会への
適応を助けてくれる人が現れにくい｡
(2)高齢女性の子供の多くが近くに住んでいた｡そ
して,子供たちは自分の両親である高齢女性と頻繁
に交流していた｡このことは,メルボルンに住む日
本人高齢女性,メルボルンに住むイギリスからの移
民の高齢女性,メルボルンで生まれ育った高齢女性
いずれにも見られた｡
今後,オーストラリアに住むより多くの日本人高
齢者に調査を実施し,本稿で提出した仮説を検証し
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たい｡
(注)
1)個別面接調査によって集めた400人の高齢女性
のデータをまだ集計していない｡調査票を見た限
りでは,マーガレットさんやバレリーさんが取り
結ぶパーソナル ･ネットワークの規模はメルボル
ンの高齢女性の平均に近い｡
2)フツツクレイとスプリングベールにベ トナム難
民のための定住促進センター (migranthostel)
があった｡メルボルンに到着したベ トナム難民は
そこで英語やオーストラリア文化の研修を受け,
社会に出て行った｡彼らの多くは定住促進センタ
ーの周辺にまず居住したので,ベ トナム人がフツ
ツクレイとスプリングベールに集中することにな
った｡そのために,フツツクレイとスプリングベ
ールはよい地域であるとは見なされていない｡筆
者が2006年 8月に実施した聞き取 り調査によれ
ば,スプリングベールで商店を経営して蓄財をし
たベ トナム人は,そこで商店の経営を続けながら,
もっとよい地域に家を購入し,そこを出て行く｡
そのため,スプリングベールでの商店経営者の一
部は外の地域から通勤してきている｡
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